











倉知 正，? 飯島 圭哉，? 好本 裕平?









































CD44を発現している事を報告した (Cai et al.,2012).本
研究では,小脳発達におけるCD44陽性細胞の存在意義
を検討するため,まず生後発達期のマウス小脳における
CD44の発現様式を解析した.生後発達期初期の小脳で
は,CD44はGLAST陽性である未分化なバーグマング
リアとアストロサイト前駆細胞に加えて,Sox2陽性であ
る神経幹細胞,Olig2陽性であるオリゴデンドロサイト
前駆細胞にも発現が観察された.生後3日齢の小脳から
CD44陽性細胞をFACSを用いて回収しneurosphere assayをおこなったところ,CD44陽性細胞の一部が
neurosphereを形成し,CD44が神経幹/前駆細胞に発現
している事が強く示唆された.次に,CD44陽性細胞から
オリゴデンドロサイトへの分化を誘導する因子を探索し
た.その結果,FGF-2とheparinを添加すると,CD44陽
性細胞はO4陽性のオリゴデンドロサイトへ分化する事
が明らかとなった.さらに,生後3日齢のマウス小脳の
スライス培養にFGF-2とheparinを添加すると,オリゴ
デンドロサイト前駆細胞の増殖と分化が促進され,一方
でアストロサイトの分化が遅延した.以上の結果より,
FGF-2は生後初期の小脳のオリゴデンドロサイト分化
を制御する作用を持つ事が示唆され,また,小脳内に存
在するCD44陽性細胞がオリゴデンドロサイトへ分化
する可能性が示された.
285
